
Ec-P020 会場：ポスター 時間：6月10日　17:30-19:30

真空加熱ショー法によるオークランドエクスカーションの古地磁気強度測定

Paleointensity determinations of the Auckland excursion by the Shaw method with

vacuum heating
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本研究では，オークランドエクスカーション（Shibuya et al.,1992）の古地磁気強度測定を低温消磁を組み合わ
せた真空２回加熱ショー法でおこなった．オークランド玄武岩の室内加熱による磁性鉱物の高温酸化を抑えるた
め，加熱を約0 . 6 T o r r（1 / 1 0 0 0 a t m）の真空中で行うことを試した．その結果，現時点で４試料の測定が済み３試
料から古地磁気強度を得た．その値は 1 1 . 4±0.3 (μT )，1 0 . 2 (μT )である．まだ測定例が少ないので結論できない
が，オークランドエクスカーションの磁場強度が現在の５分の１から６分の１程度であることが示唆される．

本研究では，Shibuya et al.(1992)が報告したAuckland excursionの古地磁気強度測定を低温消磁を組み合わせた
真空２回加熱ショー法でおこなった．その古地磁気強度測定結果を報告する．

火山岩あるいは堆積物試料の古地磁気測定から，７０万年前から現在まで続くブリュンヌ正磁極期にいくつか
のエクスカーションが起きていたことが示唆されており，方位のみならず強度の著しい現象も報告されている．
とくに，過去５万年間に対しては多数のエクスカーションの報告があり，それらの放射年代測定は５万年前から
３万年前頃と推定されている．そのうち，２つ以上の研究報告があるエクスカーションには， L a s c h a m p
excursion, Lake Mungo excursion, Mono Lake excursionなどが挙げられる．ところが，これらのエクスカーション
でさえ絶対古地磁気強度のデータは少ない．したがって，エクスカーション期間の磁場を議論するためには，信
頼度の高い火山岩をもちいた絶対古地磁気強度データがぜひとも必要である．

Shibuya et al.(1992)は，ニュージーランド・オークランド単成火山群の２１の溶岩を採取し古地磁気方位測定を
おこない，６つの溶岩の磁化方位が中間方位であることを報告した．これは，南半球初の火山岩によるエクスカ
ーション記録である．Shibuya et al.は中間方位を示す溶岩をNorth-Down, West, Southの３つのグループに分類し，
溶岩の年代をもとにおよそ５万年前から２万５０００年前頃にオークランドエクスカーションが起きたことを示
した．ほぼ同年代のオーストラリアの遺跡から見つかったLake Mungo excursionの古地磁気強度が100から200μT
と求められているが(Barbetti and McElhinny,1972,1976)，この値はこれまで報告されている古地磁気強度データの
中でも特に大きく，信憑性に問題があるとも考えられる．オークランドエクスカーションの場合，Shibuya et al.は
古地磁気強度に関連するデータとして 2 0 m T交流消磁後の残留磁化強度分布を示し，中間方位を示す試料が特別に
強い残留磁化を持たないことを示した．

これまでオークランド玄武岩に対して渋谷によるテリエ法，綱川による２回加熱ショー法の古地磁気強度測定
が行われたが，実験室内加熱がひきおこす磁性鉱物の高温酸化の程度が大きいことが原因で，測定結果を採用で
きない場合が多かった．そこで本研究では，実験室内加熱によるオークランド玄武岩中磁性鉱物の高温酸化を抑
えるために真空加熱を試してみた．試験的に約0.6 Torr(約1 / 1 0 0 0 a t m )の真空加熱が可能な電気炉を製作し，テス
ト試料を使って実験室内加熱がひきおこす磁性鉱物熱変質を検討した結果，熱変質が抑えられている傾向がみら
れた．そこで，オークランド玄武岩試料に対してこの真空加熱をもちいた２回加熱ショー法を適用し古地磁気強
度測定をおこなった．なお，測定には低温消磁を組み合わせている．その結果，現時点で４試料の測定が済み，
１試料が不合格であったが３試料から古地磁気強度を得た．いずれもN o r t h - D o w nの方位を記録していた溶岩であ
り，その値は1 1 . 4±0.3 (μT)(Crater Hill lava)，1 0 . 2 (μT) (Wiri lava)であった．まだ測定例が少ないので結論でき
ないが，オークランドエクスカーションの磁場強度が現在の５分の１から６分の１程度であったことが示唆され
る．オークランド玄武岩の古地磁気強度測定に関しては真空加熱をもちいた２回加熱ショー法（＋低温消磁）が
適していると考えられ，引き続き測定をつづけてその結果もあわせて報告する予定である．


